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バヽイ株式市場の推移
■京夕の影甘もあるが |また西I R Jの資金

ていないのて わすかです」(石日氏)
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昔
費
書
，
軍
壕
一

急
成
長
中
で
も
．Ａ系

４
ら
欧
本
の…
“
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才
―!

投
資
家
を
出
し
抜
け
る
フ
ロ
ン
テ
イ
ア

用
Ｘ
ｕ

刻
対
的
求
【
……‐‐‥ｔこ
神
い
日
向
狩
牌

設
し
た
日
本
人
は
３
５
０
人
を
超
え
た

そ
う
で
す
。

た

つ
た
２
か
月
で
こ
れ
だ

け
増
え
る
の
は
す
ご
い
で
す
よ
ね
」

と
話
す
の
は
、
６
月
に
小
誌
並
び
に

．ド
バ
イ
株
投
資
先
令
マ
ニ
ュ
ア
ル
■
埼

行
　
バ
ン
ロ
ー
リ
ン
グ
）
で
、

日
本

一

１，１
い
ド
バ
イ
投
☆
情
＝
を
発
行
し
た
肝

阪
投
資
本
　
石
１１１
和
対
氏
（

「新
興
川
技
☆
で
成
功
す
る
ポ
イ
ン
ト

の
ひ
と
つ
は

！誰
よ
り
も
‐ｌｉ
く
動
く
こ

と
「
だ
か
ら
、

今
始
め
て
い
る
人
は
川

付
で
き
る
と
思
う
し
、

現
地
の
人
に
よ

る
と
抑
月
の
ラ
マ
ィ
ン
前
が
買
い
時
ら

し
い
の
で
、

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
′
・

欧
州
、

米
国
の
機
関
投
資
家

が
今
秋
以
降
に
続
々
参
入
昭

で
は
早
速
、
ヽ
月
に
１
度
日
の
ド
バ

イ
訪
出
を
は
た
し
た
石
１１１
氏
に
、

世
村

の
ド
バ
イ
株
情
報
を
開
い
て
み
よ
う
。

「中
々
の
フ
ァ
ン
ド
赳
用
会
社
　
シ
ュ

ア
キ
■
ヒ
タ
ル
に
よ
る
と
、
ド
バ
イ
証

券
取
引
所
の
脱
会
社
Ｄ
Ｉ
Ｆ
Ｃ

（
ド
ハ

イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ィ
ナ
ン
シ

■
ル
セ
ン
タ
ー
）
が
今
作
、

欧
州
の
機

関
投
資
本
向
け
に
″
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
わと

言
わ
れ
る
投
資
説
明
会
を
出
＝
済
み
で
、

今
秋
に
は
米
田
、

来
年
に
は
東
京
で
実

施
す
る
予
定
．
シ
ュ
ア
キ
ャ
ビ
タ
ル
も

Ｄ
Ｉ
Ｆ
Ｃ
と
近
い
時
期
に
米
日
、

日
本
、

中
間
で
説
明
会
を
出
く
そ
う
で
す

一

つ
ま
り
、

日
本
は
も
ち
ろ
ん
、

欧
米

の
大
手
機
関
投
資
本
も
、

ま
だ
ト
バ
イ

に
は
本
格
的
に
参
入
し
て
い
な
い
の
だ
！

「希
港
の
銀
行
に
勤
め
る
友
人
に
開
く

と
、

い
束
地
成
の
フ
ァ
ン
ド
を
職
大
で

き
る
の
は
市
補
昭
の
中
で
も

ハ
イ
ク
ラ

ス
の
投
資
家
た
け
だ
そ
う
で
す
」

Ｈ
本
で
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
フ
ア
ン
ド
が
唯

人
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

す
で

に
ブ
ー
ム
が
大
き
く
な

っ
て
、

大
子
の

機
関
投
資
本
が
参
人
を
済
ま
せ
た
あ
と

だ
っ
た
。
し
か
し
、
ド
バ
イ
な
ら
欧
米

の
機
関
投
資
家
を
出
し
抜
け
る
か
も
′

「ド
バ
イ
の
令
融
関
係
者
は
ド
バ
イ
た

け
じ
ゃ
な
く
て
、

Ｃ
Ｃ
Ｃ
６
か
田

（湾

岸
協
力
会
議
の
ビ
Ａ
Ｅ
、

サ
ウ
ブ
ア
ラ

ビ
ア
な
ど
６
か
国
）
の
市
坊
に
関
し
て

も
、
一す
ご
い
こ
と
に
な
る
′
一
と
自
信

満
々
で
す
よ
　
政
府
が
各
方
面
で
開
放

子
Ｌ
つ
て
や
て
、

市
刊
つ
☆
や
す
べ
つ

冒
際
投
資
家
．

一予
３
に
　
ド
ハ
イ
株
控
克
亮
倉

マ
二

ュ
ア
ル
　
な
ど
，

フ
ロ
タ

■
】
一３
”、
本
ｏ
こ
Ｊ
ｏ
コ
言
ｏ

こ
０
？

宮
Ｎ
と

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

．
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ヘ
ス
タ
ー

ズ
≡

〓
３
ミ
〓
ｑ
匡

コ
ヽ

い
３
示

３
こ
で
活
躍
中

Ｃ
Ｃ
Ｃ
６
か
‐コ…‐
が
計
出
し
て
い
る
村

済
柱
通
ｔｌ
の
統
合
や
ド
バ
イ
市
長
の
シ

ェ
イ
ク
　
モ
ハ
メ
ド
が
１５
年
ま
で
６
Ｄ

Ｐ
成
長
キ
ーー
％
以
上
を
辻
成
す
る
と
発

表
し
た

「ド
バ
イ
ス
ト
ラ
テ
ブ
ッ
ク
ブ

ラ
ン
２
０
１
５
」
が
実
現
す
れ
ば
、

＝

か
に
す
ご
い
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、

そ
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
？

「世
坪
の
赳
設
用
ケ
レ
ー
ン
の
―
制
が

集
結
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
不
動
産
開

発
の
状
況
で
す
が
、
５
月
に
は
人
れ
な

か
っ
た
ヤ
シ
の
本
形
に
理
め
Ｌ
て
た
リ 石田和靖氏



に
今
回
は
入
れ
ま
し
た
。

広
い

道
路
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立

ち
並
び
、

か
な
り
形
が
見
え
て

き
ま
し
た
ね
。

世
界

三
民
い
ビ

ル

″ブ
ル
ジ
エ
・
ド
バ
イ
″
も

か
な
り
高
く
な
つ
て
き
た
。

建

設
作
業
員
が
地
上
に
降
り
る
の

に
時
間
が
か
か
る
の
で
、

高
層

階
に
住
ん
で
作
業
を
進
め
て
い

る
そ
う
で
す
」

現
在
、
ド
バ
イ
に
あ
る
世
界

最
大
の
臣
内
ス
キ
ー
場
の
５
常

の
新
施
設
や
、

世
界
最
大
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
は
続
く
。
さ
ら
に
日
Ｉ
の
経
済

特
区
開
発
計
画
も
進
ん
で
い
る
。

「金
融
、

病
院
な
ど
、

現
在
募
集
が
始

ま
つ
て
い
る
経
済
特
区
は
大
人
気
で
、

す
で
に
満
宝
で
入
居
待
ち
だ
そ
う
で
す
。

ほ
か
に
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
目
指
し
た
映

画
製
作
特
区
や
日
本
の
中
小
企
業
特
区

ま
で
、

い
ろ
ん
な
経
済
特
区
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ド
バ
イ
の
場
合
、

経
済

特
区
の
周
辺
に
住
宅
や
病
院
、

学
校
な

ど
、

街
を
丸
ご
と
つ
く
っ
て
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
の
で
人
気
に
な
る
の

も
当
然
。

で
も
、

ス
ピ
ー
ド
が
速
す
ぎ

て
、
イ
ン
フ
ラ
堆
備
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
遅
れ
て
い
る
の
は
少
し
気
が
か
り
」

石
口
氏
の
次
の
獲
物
は

眠
れ
る
巨
人
・サ
ウ
ジ
′

ど
う
や
ら
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
よ
う
だ
。

巾
末
発
展
の
最
大
の
テ
ー

マ
、

Ｇ
Ｃ
Ｃ
６
か
国
の
通
貨
　
経
済
統

合
も
予
定
よ
り
確
実
に
遅
れ
る
見
込
み
。

「現
地
の
新
間
は
経
済
統
合
の
話
題
ば

か
り
。
ド
バ
イ
の
金
融
関
係
者
の
関
で

は

『５
年
遅
れ
る
」
と
い
う
意
見
が
多

い
で
す
ね
。

で
も
、

新
果
国
投
資
で
は

こ
の
程
度
の
リ
ス
ク
は
】
た
り
前
。

た

と
え
統
合
が
実
現
し
な
く
て
も
ド
バ
イ

は
成
長
す
る
と
思
い
ま
す
し
」

５
年
遅
れ
る
と
な
る
と
、

適
貨
統
合

が
ヽ
年
、

経
済
統
合
は
抑
年
。
は
た
し

て
ど
う
な
る
の
か
‥
…
。
し
か
し
、
こ

の
ド
キ
ド
キ
感
こ
そ
が
新
輿
田
投
資
の

醍
醐
味
。

そ
し
て
石
田
氏
の
日
は
、

早

く
も
次
の
獲
物
を
捉
え
て
い
る
。

「す
べ
て
は

″中
束
の
ス
リ
ー
ピ
ン
グ

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
″
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
次

第
。

現
在
は
外
国
人
に
入
国
や
投
資
を

開
放
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

彼
ら
が
Ｗ
Ｔ

Ｏ
に
加
盟
し
た
の
は
開
放
す
る
意
思
求

示
の
は
ず
。

僕
は
来
年
に
は
サ
ウ
ジ
の

株
式
市
場
は
開
放
さ
れ
る
と
思

っ
て
い

ま
す
。
５
月
の
訪
問
で
サ
ウ
ジ
の
大
企

業
の
会
長
と
知
り
合
え
て
、

１０
月
に
入

国
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、

そ
の

あ
た
り
も
問
い
て
き
ま
す
／
　
サ
ウ
ジ

の
株
式
市
場
が
開
放
さ
れ
た
ら
…
‥
き

っ
と
す
ご
い
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
′
」

世
界
征
服
を
口
論
む
冒
険
投
資
家

石
田
和
靖
氏
の
冒
険
は
続
く
ヤ

し
、

大
和
配
券
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

日
座
だ
け
で
購
入
で
き
る

「Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ａ
フ
ア
ン
ド
」
が
発
売
中
だ
。

新
奥

目
投
資
に
詳
し
い
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
ブ
ラ
ン
ナ
ー
の
深
野
康
彦
氏
も
高

い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

「
現
在
、

国
内
で
貫
え
る
の
が
こ
れ

だ
け
と
い
う
面
は
あ
り
ま
す
が
、

欧

州
で
実
績
を
出
し
て
い
る
シ
ュ
ロ
ー

地
の
利
が
あ
る
は
す
。

販
売
手
数
料

３

●
１
５
％

（申
込
金
額
１
０
０
０

万
円
以
下
の
場
合
）
を
高
く
見
る
か

は
考
え
方
次
第
で
す
が
、

館
頼
分
析
、

日
座
開
設
、

済
外
送
金
な
ど
に
費
や

す
時
間
や
労
力
を
考
え
れ
ば
信
託
報

酬
年
２

●
５
５
２
５
％
は
安
い
」

中
東
情
勢
に
関
し
て
も

「原
油
価

格
が
堅
目
な
う
ち
は
い
い
」
と
の
見

解
。

中
東
に
晴
化
し
て
い
て
１０
万
円

か
ら
買
え
る
フ
ァ
ン
ド
は
世
界
的
に

も
稀
少
，

人
気
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

る
フ
ァ
ン
ト
　
オ
ブ
　
フ
ア
ン
ズ
。
３
月
３‐
ロ

に
段
定
。

大
和
置
券
の
ネ
ツ
ト
ロ
座
で
ほ
亮
中

ドバイ林はここで買う′
郵送で回座開段可能′

石日さんのドバイ&
アブダビの注目銘柄

エアアラピア
ド′ヽイに上lBしている、中東地域で勢力紅大中
の構ヨ航空会社。1現地の江歩会社によると 威
長が見込めてすごく剤安、とのこと」(石四氏)

フ ァ
ー

ス トガ ル フ バ ン ク

アブダどに上増している銀行。|ミドルサイズで

メガ′マンクよりも高い蔵景 ‐ヽ込めるうえ 財

務もいいのに聞費たそうです」(石日氏)
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日
本
初
ｙ
　
ド
バ
イ
を

含
む
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ａ
フ
ア
ン
ド

が
早
く
も
登
場
′

日
本
初
の
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ａ

（ミ
ー
ナ
／

中
東
　
北
ア
フ
リ
カ
）
地
域
に
特
化

し
た
フ
ア
ン
ド
が
誕
生
／
　
シ
ュ
Ｂ

石回氏の著魯 'ド

バイ株投資完全マ

ニュアル1で 紹介

されているのが、

郵送で日座開設が

可能なドバイの証

券会社 マ ックシ

ャラフ証券 (htp:′/― maCShar

af com/)だ 。■teサイトで必要書類

をダウンロード。「ド′ヽイ株投資完全マ

ニュアル4に 掲載さrlている配入見本

を接照しなが5書類をつくり、パスポ
ートのコピーなどと一緒に送付するだ

けて日座開段ができる。しかtl、日本

人が急増しているため、現在は日本魔

の日座閣捜8類 があるのでラクテン′

バサ
イ ウ
支 ジ
店 ア
も ラ
訪 ピ
間 ア
°

の

こム
のパ
人 シ
脈 エ
をル
預証
り券
に ド
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